
PRISM事業推進体制

◆ 平成29年4月より、国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所(医薬健栄研)において、製薬産業界が直面する最も

深刻な創薬上の問題となっている「創薬標的の枯渇」を解決するAI開発に着手

➢ 特発性肺線維症（IPF)を対象疾患として「新薬創出を加速する人工知能の開発」プロジェクトを開始

◆ 平成30年7月より、内閣府「官民研究開発投資拡大プログラム (PRISM) 」の対象施策に採択

➢ 肺がんを対象疾患に追加し、成果の社会実装に向け文部科学省及び経済産業省が所管する国研等と連携を開始

◆ 医薬健栄研プログラムディレクター（PD）が事業の全体計画と進捗管理を統括し、プロジェクトマネージメントオフィス

（PMO）とJST等が緊密に連携して事業を効率的に推進
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